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2. 香川県道路啓開計画の概要 
香川県道路啓開計画では、優先して啓開すべき防災拠点と防災拠点に至るルート、

被災情報の収集と情報提供の方法、災害時における各機関の手続き・体制構築の

方法を事前に定め、関係機関で共有することにより、災害発生後の迅速で効率的な

道路啓開の実施を目指す。 

 

2.1 事前の備え 

① 拠点の設定：災害対応を行うため早期にアクセスすべき拠点として 162 の施設を選

定し、救命活動や広域輸送活動の観点などから第１次と第２次拠点として設定。 

② 啓開ルートの設定：拠点を結ぶ路線を啓開ルートとし、連絡する拠点の重要度等に

応じて緊急輸送道路を中心に、第１次及び第２次啓開ルートを設定。 

拠点 考え方 代表的な拠点 

第 1 次 
拠点 

・「内閣府の具体計画」に定める拠点 
・「四国広域道路啓開計画」に定める出発拠点  
・災害拠点病院 
・一次（広域）物資拠点支援施設等 

高松空港、サンメッセ香川等 
国営讃岐まんのう公園等 
県立中央病院、香川労災病院等 
民間企業の物流施設 

第 2 次 
拠点 

・「香川県緊急輸送道路ネットワーク計画」のうち重要な拠点 
・二次（地域）物資拠点 

警察署、消防署、役所、浄水場等 
体育館等市町が指定した施設 

啓開ルート 考え方 啓開目標 

第 1 次 
啓開ルート 

・「内閣府の具体計画」の緊急輸送ルート及び拠点までのルー
ト、「四国広域道路啓開計画」の進出ルート（代替ルート含む）
及び拠点までの啓開ルート 

・上記のリダンダンシーを確保するルート（国道 11 号ほか） 

概ね 24 時間 
以内に啓開 

第 2 次 
啓開ルート 

・第２次拠点までの啓開ルート 
・第１次及び第２次啓開ルートの代替ルート 

概ね 72 時間 
以内に啓開 

 

2.1 発災後の道路啓開実施方法 

① 被災状況の収集・共有 

 道路管理者及び道路啓開実施者は、職員等の安否確認後、 
直ちに初動体制を立ち上げ、速やかに被災状況を把握。 

 被災状況を各災害対策本部に情報集約。 

② 優先啓開ルートの決定 

 被災状況により啓開に時間を要する箇所がある場合など、必要に応じ迂回ルー
トを適切に設定。 

③ 啓開の実施 

 各道路管理者は、ルートの優先度に応じて啓開を実施。 
 各道路管理者は、必要に応じて災害対策基本法第７６条の６の規定に基づく

区間を指定。なお、公安委員会により緊急交通路に指定される場合がある。 
 当面、緊急車両の通行に必要な最低限の幅員（W=5.5ｍ）を確保。困難な場

合は、１車線に加え待避所を設けることで対応。
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4. 被害想定 

 

4.1 被害想定 

【概要・ポイント・具体内容】 

南海トラフ地震の発生時に、最大の被害となる L2 級の津波が襲来した際の被害想

定に基づく、道路啓開の手順を示したものである。 

 

香川県では、南海トラフを震源域とする最大クラス及び発生頻度の高い地震・津波

や、中央構造線・長尾断層などを震源域とする直下型地震の発生が想定されてい

る。 

「南海トラフの最大クラスの地震」の場合、県内では概ね最大震度 5 強～震度 7 が

想定され、それにより、各市町の沿岸部を中心に、津波被害や液状化被害が想定さ

れている。 

 

表 南海トラフで想定される地震規模 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）香川県 香川県地震・津波被害想定調査報告書（平成 25 年 3 月公表資料） 

 

香川県の津波浸水想定については巻末資料１のとおり。 

 

また、香川県震度分布図（南海トラフの最大クラスの地震）と、香川県液状化危険

度予測図（南海トラフの最大クラスの地震）を以下に示す。 

 

※4 ※5 

※1 四国の南側に位置するユーラシアプレートにフィリピン海プレートが沈み込み水深が約 4000m もある巨大な海底の溝 
※2 千年に一度あるいはそれよりもっと低い頻度で発生するが、発生すれば甚大な被害をもたらす最大クラスの地震・津波 
※3 一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で発生し、最大クラスに比べ、規模（震度や津波高）は小さいものの、大きな被害をもたらす地震・津波 
※4 岩盤のずれの規模をもとにして計算したマグニチュード（M） 
※5 地震計で観測される波の振幅から計算した地震のエネルギー 
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（出典）香川県 香川県地震・津波被害想定（平成 25 年 3 月公表資料） 

図 香川県震度分布図（南海トラフの最大クラスの地震） 

 

 
（出典）香川県 香川県地震・津波被害想定（平成 25 年 3月公表資料） 

図 香川県液状化危険度予測図（南海トラフの最大クラスの地震） 
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制

道路啓開作業開始

道路啓開作業実施

資機材・燃料
の調達

報告・連絡・

共有

道路啓開作業終了

・道路パトロール、ヘリ等、
リエゾン、関係機関情報
収集を実施

・道路管理者（国及び県）
で被災状況を集約し一
元化

・被災状況把握を踏まえ、
道路管理者（国又は県）

より建設業協会本部又
は支部に支援要請

・建設業協会本部又は支
部に支援準備要請を行
う。

・要請を受けて作業開始

・津波影響区間は、警報

解除後に道路啓開を実
施

・必要最小限の道路幅員
（5.5m）を確保
・段差対策や障害物移動
による通路確保
・その他

・道路啓開作業時に不足
する燃料や資機材等の

調達（協定を締結してい
る協会等の活用 等）

・道路啓開作業実施状況
の道路管理者への報
告・共有

・道路啓開作業完了後、作業内容の道路管理者への報
告および精算

5.2 事前準備

5.4 被災状況
把握・情報共
有体制

5.7 連絡体制
（支援要請等）

5.5 出動可能
体制把握

（支援準備要
請等）

5.8 道路啓開
作業開始

5.9 道路啓開
作業の実施

5.10 資機材・
燃料の調達

5.11 報告・連
絡・共有

5.12 道路啓
開作業終了

支援準備

（体制把握）要請

区間指定
・被災状況把握結果を踏
まえて、道路啓開の必要

性を判断の上、区間指
定

・指定された区間について、

各種情報提供媒体にて
周知を実施

5.6 災害対策
基本法に基づ
く区間指定

初動対応自動発動
・震度6弱以上もしくは地
震により県の災対本部

が設置された場合、自動
的に緊急点検を実施

・把握すべき情報は「道路

の通行可否」「道路の被
災の概要」

・出動する旨の連絡を各
管理者に行う

5.3 初動対応
自動発動の
ルール決め

・被災状況の把握

・津波影響区間外の被災
状況の報告

・建設業協会本部又は支
部から支援準備要請を

受け、道路啓開実施者

は、道路啓開にあたる人
員、資機材を確認の上
結果報告

・建設業協会本部又は支

部から支援準備要請受
諾と出動可能体制報告

・建設業協会本部又は支
部から出動受諾と体制
報告

・指定された区間に関する
情報を収集・共有

・道路啓開の監督

・被災状況の収集・更新

・協定を踏まえた燃料確
保や資機材調達支援

・道路啓開作業状況の収
集・更新

P10～17

P18～21

P22～25

P26～28

P29～31

P32～33

P34～36

P37～67

P68～69

P70

P71

支援要請

要請

報告等

凡例

・震度 6弱以上もしくは 

地震により県の災対本部 

が設置された場合、自動 

的に緊急点検を実施 

・把握すべき情報は「道路 

の通行可否」「道路の被災

の概要」
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5.2.3  緊急通行車両の事前届出 

【概要・ポイント・具体内容】 

災害時には、災害応急対策を的確・円滑に行うため、災害対策基本法第７６条に

より区間を定めて緊急通行車両等以外の車両の道路における通行の禁止又は制限

（緊急交通路の指定）を行う。この場合、通行規制の対象から除外される車両（緊急

通行車両）として「標章」及び「確認証明書」の交付を受けなければ、公安委員会が

定める緊急交通路の規制区間・区域を通行することができない。 

道路啓開作業に従事する車両は、災害発生時の確認・交付時間の短縮のため、

香川県公安委員会に対し、緊急通行車両として事前届出を行う。（届出先は警察本

部交通規制課又は警察署交通課） 

なお、香川県警は公安委員会が緊急交通路として規制区域の指定を行う可能性

のある路線を以下に示す路線としており、高松自動車道などの重要路線が指定され

ていることから、道路啓開実施者は、作業車両について事前の届出をしておく必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：香川県警察ＨＰ 

（https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/15684/keiro.pdf） 
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届出書類を確認後「緊急通行車両等事前届出済証」が、

　・下記左側の届出書に必要事項を記入のうえ、警察署等に事前に届出

　・届出書類が確認された後、下記右側の届出済証が交付される。

　・交付された届出済証は、災害発生時まで保管する。

　・届出は、車両単位ごとに必要である。

交付書類の返納
規制が解除された際には、「標章」と「確認証明書」を

最寄りの警察署等に返納する。

○緊急通行車両の事前届出手続きのフロー

○緊急通行車両等事前届出書(有効期限なし)

緊急通行車両に「標章」を掲示して規制区間を通行し、

警察本部又は届出した警察署で交付される。

規制区間の通行

警察本部又は、車両の使用の本拠の位置を管轄する警察

署に「緊急通行車両等事前届出書」２通、疎明資料、車

道路啓開作業を実施する。

緊急通行車両標章等交付
規制が実施された際には、事前に交付されている「緊急

通行車両等事前届出済証」を最寄りの警察署等に提示す

ることにより「標章」と「確認証明書」が交付される。

必要書類の事前届出

緊急通行車両等事前届出済証交付

災害発生

検証を提出して事前届出を行う。
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○緊急通行車両確認証明書（左）、標章（右）（有効期限あり） 

・災害発生後、事前届出済証を最寄りの警察署等※に提出すると、「標章」及び

「緊急通行車両確認証明書」が交付される。 

※基本は、警察署で交付を受けることとするが、高速道路が緊急交通路に指定された場合、

引田 IC、高松中央 IC、坂出 IC、大野原 IC の交通検問所で交付される場合がある。 

・交付を受けた後、車両に保管・掲示する。 

・緊急交通路を通行するときは「標章」を車両前部の見やすい位置に掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標 章 
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5.3 初動対応自動発動のルール決め 

【概要・ポイント・具体内容】 

道路管理者および道路啓開実施者は、地震発生後直ちに被災状況把握を行うも

のとするが、発災時は通信手段が使えなくなり、関係機関との連絡が途絶えてしまう

可能性もあることから、香川県下で震度 6 弱以上の地震発生もしくは地震により香川

県災害対策本部が設置された場合には、各機関（特に建設業協会員に所属する啓

開実施者）が自動的に道路啓開のための初動対応（緊急点検の実施）を行う。 

なお、津波警報発表時には津波浸水想定区域内における初動対応は実施しない

ものとする。 

また、注意報発表時であっても海岸に近づかないなど、安全に十分留意するものと

する。 

緊急点検で把握すべき情報は、「道路の通行可否」「道路の被災の概要」であり、

原則としてパトロール車内からの目視により行うものとし、必要がある場合は、徒歩等

により行うものとする。 

以下に初動対応自動発動のフローを示す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜香川県災害対策本部設置基準＞ 

１． 県内で震度 6 弱以上の地震が発生したとき 

２． 県内で震度 5 弱以上の地震が発生し、大規模な災害が発生し又は発生するおそれがあるとき 

３． 香川県に大津波警報又は津波警報が発表されたとき 

（出典：香川県地域防災計画（令和 3 年 2 月修正）） 

災 害 発 生

●香川県下で震度6弱以上発生
●地震により県災害対策本部が

設置された場合

香川河川国道事務所

香川県

市町

啓開実施者（建設業協会員）

四
国
地
方
整
備
局

災
害
対
策
本
部
又
は
支
部

香
川
県

災
害
対
策
本
部

緊急点検の実施

①緊急点検状況、
被災情報を報告

②指示

・連絡手段が途絶した場合は、連絡系統が
回復次第、緊急点検状況、被災情報を報告

自動
発動

・出動時に道路管理者に連絡
 

・連絡手段が途絶した場合は、連絡系統が 

回復次第、緊急点検状況、被災情報を報告 

●香川県下で震度 6 弱以上の地震発生 

●地震により県災害対策本部が設置 

 された場合 
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※通信手段が途絶した場合は、連絡系統が回復次第、緊急点検状況、被災状況を報告。 

報告メール（例１） 

題名：【被災報告】国道１１号（さぬき市志度）

本文：①○○（エリア）、○○（所属）、○○（名前）
０９０－○○○○－○○○○（電話番号）

②路線 国道１１号 ○○キロポスト
場所 さぬき市志度（琴電志度駅から西に50m）

③被災概要
浸水

④通行可否
西方面は全面通行不能。不能区間の終点側は未確認。

⑤復旧の見込み
不明

添付：⑥被災状況写真

 

報告メール（例２） 

題名：【被災報告】県道大屋冨築港宇多津線（宇多津町）

本文：①○○（エリア）、○○（所属）、○○（名前）
０９０－○○○○－○○○○（電話番号）

②路線 県道大屋冨築港宇多津線
場所 宇多津町（番の州交差点から西に300m）

③被災概要
自然法面の崩壊。倒木多数。

④通行可否
丸亀方面へ向かう２車線（西向き）が通行不能。
坂出方面（東向き）は２車線通行可能。

⑤復旧の見込み
大規模崩壊のため、復旧には数日を要する。

添付：⑥被災状況写真

 
○建設業協会と締結する協定との関連 

初動対応自動発動のルールを協定で記載している。 

大規模災害発生時の道路啓開に関する協定 

（業務の実施方法） 

○ 丙（香川県建設業協会会長）は、連絡手段が途絶し、甲（国土交通省四

国地方整備局局長）、乙（香川県知事）いずれとも連絡がとれない場合に

は、自動的に業務開始するものとするが、この場合においても継続的に甲、

乙との連絡を行うよう努めることとする。 

道路啓開実施者

土木事務所
維持出張所

市町
道路担当課

【直轄国道】 【県管理道】 【市町道】

報告 報告 報告
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○ 警察本部及び各警察署の連絡先と管轄区域 

警察署名 郵便番号 住所 電話番号 管轄区域 

香川県警本部 760-0017 
香川県高松市番町 

四丁目 1 番 10 号 
087-833-0110 

 

香川県 

東かがわ警察署 
769-2601 

香川県東かがわ市 

三本松 1723 番地 2 
0879-25-0110 東かがわ市 

香川県 

さぬき警察署 
769-2101 

香川県さぬき市 

     志度 1028 番地 1 
087-894-0110 さぬき市 

香川県 

高松東警察署 
761-0702 

香川県木田郡三木町 

大字平木 56 番地 4 
087-898-0110 

高松市のうち、池田町、小村町、亀田町、亀田南町、川島東町、川島本

町、下田井町、菅沢町、十川西町、十川東町、西植田町、東植田町、東

山崎町、前田西町、前田東町、元山町及び由良町 

木田郡 

香川県 

小豆警察署 
761-4421 

香川県小豆郡小豆島町 

    苗羽甲 1351 番地 1 
0879-82-0110 小豆郡 

香川県 

高松北警察署 
760-0022 

香川県高松市西内町 

2 番 30 号 
087-811-0110 

高松市のうち、香川県高松東警察署、香川県高松南警察署 

及び香川県高松西警察署の管轄区域を除いた区域 

香川郡 

香川県 

  高松南警察署 
761-8076 

香川県高松市多肥上町 

1251 番地 8 
087-868-0110 

高松市のうち、一宮町、今里町、今里町一丁目、今里町二丁目、円座

町、太田上町、太田下町、岡本町、香川町浅野、香川町大野、香川町川

内原、香川町川東上、香川町川東下、香川町寺井、香川町東谷、香川

町安原下第1号、香川町安原下第3号、鹿角町、紙町、上天神町、上之

町一丁目、上之町二丁目、上之町三丁目、上林町、川部町、楠上町一

丁目、楠上町二丁目、香南町池内、香南町岡、香南町西庄、香南町由

佐、香南町横井、香南町吉光、桜町一丁目、桜町二丁目、三条町、三名

町、塩江町上西乙、塩江町上西甲、塩江町安原上、塩江町安原上東、

塩江町安原下、塩江町安原下第 1 号、塩江町安原下第 2 号、塩江町安

原下第 3 号、出作町、多肥上町、多肥下町、田村町、檀紙町、勅使町、

寺井町、中間町、成合町、西春日町、西ハゼ町、西山崎町、花ノ宮町一

丁目、花ノ宮町二丁目、花ノ宮町三丁目、林町、東ハゼ町、伏石町、仏生

山町、松並町、松縄町、三谷町、御厩町、室町、室新町、栗林町一丁

目、栗林町二丁目、栗林町三丁目及び六条町 

香川県 

坂出警察署 
762-0011 

香川県坂出市江尻町 

1204 番地 1 
0877-46-0110 

坂出市 

綾歌郡のうち、宇多津町 

香川県 

高松西警察署 
761-2305 

香川県綾歌郡綾川町 

      滝宮 1332 番地 1 
087-876-0110 

高松市のうち、国分寺町柏原、国分寺町国分、国分寺町新名、国分寺町

新居及び国分寺町福家 

綾歌郡のうち、綾川町 

香川県 

丸亀警察署 
763-0071 

香川県丸亀市新田町 

1 番地 7 
0877-22-0110 

丸亀市 

善通寺市 

仲多度郡のうち、多度津町 

香川県 

琴平警察署 
766-0003 

香川県仲多度郡琴平町 

五條 620 番地 1 
0877-75－0110 仲多度郡のうち、琴平町及びまんのう町 

香川県 

三豊警察署 
767-0011 

香川県三豊市高瀬町 

下勝間 2335 番地 1 
0875-72-0110 三豊市 

香川県 

観音寺警察署 
768-0066 

香川県観音寺市昭和町 

2 丁目 1 番 55 号 
0875-25-0110 観音寺市 
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【関連資料・事例等】 

施設占有者の貴重品（落し物）届出の提出書 

https://www.pref.kagawa.lg.jp/police/kskaikei/kenkei/oshirase_kokuti/

sisetsusenyu.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 施設占有者の貴重品（落し物）届出の提出書様式 

及び電磁的記録媒体による提出票様式 
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【関連資料・事例等】 

○香川県広域水道企業団の連絡先 

部局 郵便番号 所在地 電 話 

本部 760-0017 香川県高松市番町一丁目８番 15号 087-826-6112 

高松ブロック統括センター 760-0017 香川県高松市番町一丁目８番 15号 087‐839‐2711 

中讃ブロック統括センター 763-0034 香川県丸亀市大手町二丁目3番 1号 0877-24-8846 

西讃ブロック統括センター 768-0067 香川県観音寺市坂本町七丁目３番１８号 0875-25-5212 

東讃ブロック統括センター 769-2401 香川県さぬき市津田町津田 1467-5 0879-23-7072 

小豆ブロック統括センター 761-4301 小豆郡小豆島町池田 2071 番地２ 0879-75-1400 

広域送水管理センター 762-0024 香川県坂出市府中町 1265番地１ 0877‐48‐0511 

○香川県内の各市町の下水道施設担当者の連絡先一覧 

市町名 郵便番号 所在地 電 話 

高松市 上下水道局 760-8514  高松市番町一丁目１０番１４号上下水道局庁舎５階 087-839-2771   

さぬき市 下水道課 761-0902  香川県さぬき市大川町富田中 2109 番地 0879-43-3155 

丸亀市 下水道課 763-8501 香川県丸亀市大手町 2丁目 3ー1 0877-24-8850 

善通寺市 上下水道課 765-8503 香川県善通寺市文京町2丁目1－1 0877-63-6317 

東かがわ市 上下水道課 769-2792 香川県東かがわ市湊1847番地 1 0879-26-1304 

三豊市 水道局水道課 769-1506 香川県三豊市豊中町本山甲 1810 番地1 0875-62-1133 

坂出市 水道局 762-0007 香川県坂出市室町２丁目２－２ 0877-46-4597 

観音寺市 水道局 768-0069 観音寺市茂木町五丁目4番 37号  0875-25-5241 

綾川町 建設課 761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮 299番地 087-876-5280 

宇多津町 水道課 769-0292 香川県綾歌郡宇多津町1881 0877-49-8011 

まんのう町 水道課 766-0023 香川県仲多度郡まんのう町吉野4300-11 0877-79-0830 

多度津町 上下水道課 764-0022 香川県仲多度郡多度津町北鴨一丁目 13番 46号 0877－33－1300 

琴平町 上下水道課 766-8502 香川県仲多度郡琴平町榎井817－10 0877-75-6717 

三木町 上下水道課 761-0692 香川県木田郡三木町氷上 310 087-891-3315 

直島町 環境水道課 761-3110 香川県香川郡直島町 1122－1 087-892-2225 

小豆島町 水道課 761-4412 香川県小豆郡小豆島町木庄甲１６８ ２ 0879-82-7016 

土庄町 水道課 761-4192 香川県小豆郡土庄町甲 559－2 0879-62-7009 

※水道施設の管理者が変わることに伴って、下水道施設の管理者も変更する可能

性あり 

○流域下水管理者 

 中讃流域下水道 管理者：香川県中讃土木事務所 道路第二課 

   電話：0877-46-3182 

    住所：〒762-0011 香川県坂出市江尻町１３５５ 
































